2021/9/1〜2025/8/31に当科でrTMSを施行された
新型コロナウイルス感染後遺症の方・ご家族の方へ

（1）研究課題名：新型コロナウイルス感染後遺症(Long COVID)に対するrTMSの効果
（2）実施責任者：佐々木信幸
(聖マリアンナ医科大学リハビリテーション医学講座　主任教授)
（3）研究の目的：新型コロナウイルス感染後に強い疲労感や様々な認知機能障害、brain fogと呼ばれる症状が出現し、思うように日常生活・社会生活が送れなくなる場合があります。これらの後遺症はLong COVIDと呼ばれ、未だその治療法は確立されていません。当科では2021年より反復性経頭蓋磁気刺激(rTMS)による治療的介入を行っており、患者様から得られた画像データや認知機能検査結果をもとに、この効果検証を行います。
（4）研究対象：2021年9月1日～2025年8月31日の間に当院で反復性経頭蓋磁気刺激(rTMS)を受けた新型コロナウイルス感染後遺症の方が対象となります。
（5）研究実施期間：承認後～2026年3月31日
（6）抽出項目：年齢、性別、新型コロナウイルス感染日、急性期における入院の有無、人工呼吸器やECMOの装着の有無、入院した場合の退院日、利き手の左右、これまで行われてきた治療内容、精神科疾患の既往、その他既往症、当科初診日、当科終診日、rTMS施行回数、Brain fog・倦怠感・自発性低下・味覚嗅覚異常・呼吸症状・記憶障害・POTS・脱毛症・頭痛の有無、主症状、簡易倦怠感調査票の点数・アパシースケールの点数、rTMS施行部位・強度・Hz、脳血流SPECTの画像データ、ウェクスラー成人知能検査の点数
（7）個人情報の保護について：本研究では個人を特定できる情報は一切登録されません。
（8）研究結果の公表について：研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
（9）本研究への参加を希望されない場合：この調査の対象となられる方で、ご自分あるいは御家族の情報を登録したくない場合は、2026年２月28日までに下記連絡先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。研究に協力しないことによって不利益な取り扱いを受けることはありません。
（10）問い合わせ先・相談窓口　　 　
聖マリアンナ医科大学　
医局名：リハビリテーション医学講座
医局内線番号：3660
住所：〒216-8511　神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表)  
担当医師：佐々木信幸
対応時間：月・火・水・金曜日の9〜17時
